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各国宇宙機関及びJAXAの動向

本推奨規格は、JAXAを含むすべてのメンバー機関が採用している。JAXAは、本プロト
コルをJAXA通信設計標準として、宇宙機の通信・データ処理系、地上局に適用している。

【概要】

本推奨規格は、宇宙ミッションにおいて、送信側と受信側のエンティティ

間で宇宙アプリケーションデータをパケット伝送するためのスペースパケッ

トプロトコル（SPP: Space Packet Protocol）を定めるものである。

【内容】

SPPは、さまざまなタイプや特性の宇宙アプリケーション・データを、 1つ

以上のサブネットワークを介して、1つの送信元ユーザアプリケーション

（Source User Application）から1つ以上の宛先ユーザアプリケーション（Destination 

User Application）へ伝送するサービスを提供する。 本推奨規格で規定する伝

送サービスには、単方向伝送、非同期伝送、そして予め構築された管理

データパスを介して伝送されるといった特色がある。

図2：スペースパケットの構造

図1：CCSDSプロトコルスタックにおけるSPPの位置づけ
図1は、スペースリンクを使用する際に、SPPがCCSDSプロトコルスタック内

でどのように位置づけられるかを示す。SPPは、アプリケーション層のプロトコ

ルと 「Shim」プロトコルの両機能を提供するため、図中に2回登場しており、上

位層に示されている“SPP”は、本推奨規格がスペースパケットを定義している

ことを意味する。

パケット伝送は、スペースデータリンクプロトコル（USLP、TM、TC、AOS、Proximity-1）

あるいは、バンドルプロトコル（BP: Bundle Protocol）の何れかを用いて行われる。

図2に、スペースパケットの構造を示す。送信側と受信側のエンティティ間の識

別には、APID（Application Process Identifier）が用いられる。
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